
    

先
日
、
石
黒
地
区
で
第
六
回
カ
ラ
ム

シ
街
道
風
土
市
が
行
わ
れ
た
。
あ
い
に

く
小
雨
の
ぱ
ら
つ
く
天
気
で
あ
っ
た
が
、

四
百
人
余
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。 

カ
ラ
ム
シ
街
道
風
土
市
は
、
柏
崎
市

の
七
街
道
市
の
内
の
一
つ
で
石
黒
地
区

の
恒
例
の
行
事
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
石
黒
地
区
の
カ
ラ
ム
シ

街
道
風
土
市
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て

時
た
ま
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

私
は
明
快
な
解
答
が
で
き
な
い
で
い
た
。 

確
か
に
、
現
在
の
石
黒
地
区
に
は
カ

ラ
ム
シ
は
多
く
自
生
し
て
い
る
。
特
に

集
落
内
の
家
の
周
り
や
道
端
に
多
く
見

ら
れ
る
。 

だ
が
、
カ
ラ
ム
シ
は
昔
か
ら
白
布
や

縮
の
原
料
と
し
て
畑
に
栽
培
さ
れ
た
時

代
も
あ
る
植
物
で
市
内
で
は
あ
り
ふ
れ

た
草
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。 

で
は
、
こ
の
カ
ラ
ム
シ
の
皮
か
ら
つ

く
る
青
苧
を
糸
に
紡
い
で
織
る
白
布
や

縮
が
石
黒
で
特
に
多
く
生
産
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

   

 
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
確
た
る
知
識
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
村
の
古
老
に
尋

ね
て
も
糸
紡
ぎ
の
様
子
の
記
憶
は
聞
け

た
が
、
機
織
り
の
様
子
に
つ
い
て
は
聞

く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
昨
年
、
市
の
図
書
館
で

開
い
た
「
越
佐
郷
村
の
古
文
書
」
と
い

う
本
で
下
段
掲
載
の
ペ
ー
ジ
に
出
会
い 

天
和
三(

一
六
八
三)

年
、
今
か
ら
三

百
年
も
前
か
ら
石
黒
で
白
布
が
生
産
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
驚
い
た
。 

二
十
六
軒
の
村
で
検
地
の
対
象
と
な

る
青
苧
畑
が
四
反
近
く
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
、「
新
検
無
之
、
是
ハは
り
札
ニ
而
有
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
天
和
検
地
の
前
に
行
わ
れ

た
検
地
時
に
す
で
に
「
外
、
白
布
高
三
石

六
升
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
一
層

驚
い
た
。 

ま
た
、「
元
禄
四
年(

一
六
九
一)

「
免

割
御
年
貢
帳
」
の
「
権
四
郎
」
分
に
は

左
写
真
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。 

カ
ラ
ム
シ
街
道
市
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て 

大
橋
寿
一
郎 

 

 



「
高
五
斗
八
升
八
合 

青
苧 

取
米(

※
年
貢
と
し
て
納
め
る
米) 

三
斗
四
合
」(

写
真
赤
枠
内) 

右
隣
の
山
高
一
斗
二
升
七
合
と
左
隣

の
漆
高
四
升
に
比
べ
て
青
苧
高
が
い
か

に
多
い
か
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
の
年

貢
帳
に
よ
る
と
四
十
九
戸
の
う
ち
四
十

戸
に
青
苧
高
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。 

ま
た
、
高
柳
町
史
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
、
岡
田
、
岡
野
町
、
石
黒
の
三
カ
村
の

青
苧
高
表
で
は
、
年
代
は
異
な
る
が
、

安
永
九(

一
七
八
〇)

年
の
石
黒
村
の
青

苧
高
は
三
石
九
斗
一
升
で
岡
野
町
村
の

一
石
二
斗
三
升
、
岡
田
村
一
石
一
斗
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。 

そ
の
他
、
高
橋
義
崇
著
「
鵜
川
の
話
」

の
第
二
巻
に
は
鵜
川
で
は
カ
セ
〔
糸
〕

の
出
荷
の
記
録
は
あ
る
が
縮
布
の
出
荷

の
記
録
は
な
く
、
縮
布
は
木
綿
な
ど
と

物
々
交
易
を
し
て
他
に
売
り
出
す
こ
と

は
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。（
鵜
川

は
平
地
が
多
く
耕
地
に
恵
ま
れ
て
い
た

せ
い
か
） 

と
も
か
く
、
石
黒
で
は
昔
か
ら
青
苧

の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。 

で
は
、
果
た
し
て
、
カ
ラ
ム
シ
か
ら

糸
を
紡
ぎ
布
ま
で
仕
上
げ
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。 

お
そ
ら
く
、
石
黒
で
は
、
日
常
生
活

の
中
で
青
苧
か
ら
糸
を
紡
ぎ
布
に
織
り

上
げ
る
様
子
を
自
分
の
目
で
見
た
世
代

は
昭
和
一
桁
生
ま
れ
の
人
々
ま
で
で
あ

ろ
う
。 

 

私
の
母
は
、
大
野
の
実
家
で
自
分
が

子
ど
も
の
頃
に
見
た
、
祖
母
が
青
苧
か

ら
糸
を
手
で
紡
ぐ
苧
積
み(

苧
を
裂
い

て
撚
っ
て
糸
に
す
る)

の
様
子
を
よ
く

私
に
語
っ
て
聞
か
せ
た
。
夜
も
暗
い
石

油
ラ
ン
プ
の
下
で
端
坐
し
て
一
心
不
乱

に
仕
事
を
し
て
い
た
と
い
う
。
話
の
中

で
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
苧
積
み

の
仕
事
で
、
何
よ
り
大
切
な
こ
と
は
心

を
平
ら
に
保
つ
こ
と
で
あ
り
，
心
の
乱

れ
が
糸
の
撚
り
に
現
れ
る
も
の
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。 

そ
の
ほ
か
、
昭
和
初
年
生
ま
れ
の
居

谷
の
田
辺
雄
司
さ
ん
の
思
い
出
文
に
は

次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。 

「
苧
桶
を
私
の
祖
母
は
と
て
も
大
切

に
し
て
い
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
。

夜
、
苧
積
み
の
仕
事
を
始
め
る
時
に
は

部
屋
か
ら
桶
を
持
っ
て
き
て
石
油
ラ
ン

プ
の
下
で
静
か
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

仕
事
を
終
え
て
寝
る
と
き
に
は
苧
桶
を

自
分
の
寝
室
に
運
び
、
座
敷
等
に
置
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」
こ
う
し

て
紡
い
だ
糸
は
十
日
町
や
小
千
谷
か
ら

業
者
が
村
に
や
っ
て
来
て
買
い
集
め
て

行
っ
た
と
い
う
。 

 

ま
た
、
田
辺
さ
ん
自
身
も
子
ど
も
の

頃
に
カ
ラ
ム
シ
刈
り
を
手
伝
わ
さ
れ
た

も
の
だ
と
語
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
機
織

り
の
様
子
を
見
た
記
憶
は
な
い
と
の
事

で
あ
っ
た
。 

そ
の
後
、
下
石
黒
の
母
屋
で
あ
っ
た

大
橋
正
男
家
の
文
書
で
、
縮
の
集
荷
を

依
頼
す
る
大
橋
市
太
郎
宛
て
の
文
書
に

出
会
っ
た
。
こ
の
文
書
は
「
覚
」
と
い 

う
題
名
で
、
半
紙
を
つ
な
い
だ
畳
一

枚
半
も
あ
る
長
大
な
も
の
で
あ
る
。(

上



写
真) 

年
代
の
記
載
は
な
い
が
宛
名
人

の
他
の
文
書
か
ら
推
定
す
る
に
明
治
中

期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
記
載
さ
れ
て
い

る
の
は
、
下
石
黒
と
大
野
で
あ
る
が
、

右
の
文
書
で
は
、
大
野
は
十
五
軒
で
二

十
六
反
を
出
荷
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。 「覚

、一
、縮
一
反
、大
野 
甚
助
殿
分
家
。

一
、縮
一
反 

長
右
衛
門
殿
。一
、〃
（同

じ
く
・-

縮
一
反
、同
人
。一
、〃 

（〇
源

八
殿
。一
、〃 

元
衛
門
。 

一
、〃 

同
人
。

一
、〃 

同
人
。一
、〃 

九
之
助
殿
。一
、

〃 

同
人
。一
、〃 

同
人
。一
、〃 

同
人

よ
め 

一
、〃
惣
七
殿
。」 

 

な
お
、
右
記
の
通
り
、
一
戸
で
四
反

が
一
軒
見
ら
れ
、
内
一
反
は
「
よ
め
」

と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も

四
反
と
は
驚
く
。 

小
千
谷
市
史
に
は
「
最
優
秀
者
で
も

一
冬
に
三
反
を
織
り
出
す
の
が
せ
い
ぜ

い
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
」
と
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
石
黒
で
の
白
布

や
縮
布
の
生
産
は
天
和
以
前
か
ら
明
治

の
頃
ま
で
盛
ん
に
行
わ
れ
，
技
術
的
に

も
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
北
越
雪
譜

に
は
、
『
弁
慶
縞
は
高
柳
郷
に
か
ぎ
れ

り
・
・
・
』
と
の
記
述
も
見
ら
れ
る
。 

一
方
、
石
黒
は
、
高
柳
郷
の
村
々
の

中
で
、
と
く
に
山
間
へ
き
地
に
あ
っ
て

耕
地
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
一
層

白
布
や
縮
の
生
産
が
昔
か
ら
盛
ん
に
行

わ
れ
た
と
の
見
方
も
で
き
る
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
に
、
我
々
は

カ
ラ
ム
シ
街
道
市
の
名
前
の
由
来
を
み

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

な
お
、
カ
ラ
ム
シ
街
道
の
誕
生
で
忘

れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
石
黒
の
「
ギ

ャ
ラ
リ
ー
か
ら
む
し
工
房
」
の
大
橋
美

恵
子
さ
ん
の
存
在
で
あ
る
。
地
元
の
自

然
素
材
を
使
っ
て
糸
を
紡
ぎ
布
を
織
り

染
め
上
げ
る
創
作
活
動
を
今
も
精
力
的

に
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

(

Ｈ
Ｐ
石
黒
の
昔
の
暮
ら
し
編
集
会) 

 


